
第１３回未来教室 渋谷区立加計塚小学校 

 

1、学校名 渋谷区立加家塚小学校 

          校長 高橋 妃彩子    副校長 八木田 修  

 

２、住 所  渋谷区恵比寿４－２１―１０   ℡ ０３（３４４１）５５７１ 

    最寄駅 ＪＲ、日比谷線、恵比寿駅東口 

         （日仏会館隣） 

３、開催日時 平成 2４年６月９日（土） 

・時 間  １・２時間目 ８：５０～１０：２５（４５分授業） 

      １時間目 １組 ８：４５～ ９：３５ 

      ２時間目 ２組 ９：４０～１０：２５ 

     ※準備 ７：５０分～  

４、授業内容 

 ○ 総合的な学習の時間（食育）、 理科（環境） 

 

５、対象学年 

   ・５学年 ２クラス  （６４名） 

 

６、授業内容の主題 

   ・「理研わかめ教室」  

 

７、ご協力企業 

 ○学校給食用食品メーカー協会（事務局 大塚史生様―ニチレイフーズ） 

  ・理研ビタミン（Ｋ・Ｋ）担当者 

      担当者 畠山 雄樹 氏  仁科 陽子 氏 

当日の様子 

授業参観記            認定特定非営利活動法人おやじ日本「未来教室」担当 高島信義 
 
食育と環境教育を兼ねた授業は、今回初めての授業でした。理研からの授業者３人と担任とのＴ・Ｔは、息も
ぴったり合って授業が進められました。担任によるワカメについての概要の授業は終わると、いよいよワカメ
博士と岩手からわかめを持ってきた漁師のおじさんの登場です。本物のわかめに始めて触れ、興奮する子供た
ちに、今回の地震によるワカメの被害と、回復したワカメの生産の様子を丁寧に解説していきました。ワカメ
の色、触った感じ、におい、などの体験の後、「わかめ」を熱湯につけ色の変わる様子を興味深く観察しました。
授業の中で、塩分、コレストロールなどに働きかけるワカメの食としての働きを体感し、わかめ好きになって
いく子供が増える様子が手に取るようにわかりました。大船渡から来た漁師さんという設定は、臨場感にあふ
れ、震災後の再生という事もあり、環境教育としても子供たちに十二分に考える機会を与えるきまになったと
思います。 


